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10かしはら市議会だより

な
い
。多

子
出
産
は
危
険
を
伴
う
。

健
診
回
数
を
増
や
し
て
も
莫
大
な

費
用
が
か
か
る
と
は
思
わ
な
い
。

来
年
度
予
算
に
向
け
研
究
を
し
て

も
ら
い
た
い
が
。

妊
産
婦
健
診
は
、
国
が
示
す

指
針
に
基
づ
き
助
成
し
て
お
り
、

上
乗
せ
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

生
活
保
護
基
準
と
の
関
係
と

し
て
、
就
学
援
助
制
度
の
学
用
品

等
の
支
給
や
、
要
保
護
者
、
準
要

保
護
者
へ
の
影
響
は
。
ま
た
、
介

護
保
険
料
の
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

等
の
段
階
区
分
や
保
育
料
免
除
に

か
か
わ
る
階
層
区
分
、
私
立
高
等

学
校
等
の
授
業
料
等
の
減
免
な
ど

へ
の
影
響
や
対
応
は
。

生
活
保
護
費
の
見
直
し
の
影

響
が
、
学
用
品
等
の
就
学
援
助
制

度
に
で
き
る
だ
け
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
に
と
文
部
科
学
省
か
ら

通
知
が
あ
り
、
生
活
保
護
費
の
見

直
し
の
影
響
を
就
学
援
助
費
に
反

映
す
る
こ
と
な
く
、
平
成
２５
年
度

当
初
の
認
定
基
準
に
よ
り
判
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
介
護
保
険
料
の

所
得
段
階
は
１１
段
階
あ
る
が
、
生

活
保
護
適
用
の
被
保
険
者
は
第
１

段
階
の
所
得
区
分
に
指
定
し
て
お

り
、
影
響
は
な
い
。

１１
月
１５
日
の
陸
上
自
衛
隊
第

３
師
団
の
「
音
楽
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ

橿
原
」
に
本
市
が
共
催
し
、教
育
・

平
和
学
習
の
先
進
校
で
あ
る
市
内

の
中
学
校
を
共
演
さ
せ
た
。
議
会

で
、
自
衛
官
の
適
齢
者
名
簿
を
提

出
や
要
請
に
つ
い
て
、
応
え
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し

て
き
た
わ
け
だ
が
、
自
衛
隊
音
楽

隊
は
元
々
、
隊
員
の
士
気
を
鼓
舞

す
る
も
の
で
、
市
立
中
学
校
と
共

催
す
る
た
め
に
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
教
育
長
の
考
え
は
。

自
衛
隊
は
、
創
設
さ
れ
６１
年

が
経
ち
、
常
に
国
民
と
国
土
を
守

る
存
在
で
あ
り
続
け
て
お
り
、
演

奏
会
の
共
同
開
催
に
は
違
和
感
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
中
学
校
と

の
コ
ラ
ボ
は
、
中
学
校
と
教
育
委

員
会
と
の
事
前
の
協
議
が
不
十
分

で
あ
っ
た
た
め
、
今
後
、
同
様
の

計
画
が
出
さ
れ
た
場
合
、
中
学
校
、

教
育
委
員
会
、
当
該
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

も
交
え
相
談
し
た
い
。

安
保
法
制
の
強
行
採
決
後
、

海
外
で
米
軍
と
と
も
に
活
動
す
る

自
衛
隊
は
、
憲
法
違
反
の
活
動
と

な
る
。
本
市
議
会
は
全
会
一
致
で

非
核
平
和
都
市
宣
言
を
決
議
し
て

お
り
、
こ
れ
は
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
な
い
。
市
制
６０
周
年
の
式
典
も

間
近
だ
が
、
軽
率
き
わ
ま
り
な
い

こ
う
い
う
共
催
を
今
後
も
す
る
つ

も
り
か
。

人
気
の
あ
る
防
衛
大
臣
直
轄

部
隊
で
東
京
音
楽
祭
の
歌
姫
で
も

有
名
で
あ
り
、
文
化
芸
術
の
観
光

の
観
点
か
ら
開
催
に
向
け
打
診
し

て
お
り
、
周
年
事
業
に
花
を
添
え

た
い
。
演
出
方
法
等
は
十
分
な
検

討
を
加
え
た
い
。

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

で
金
賞
を
取
っ
て
い
る
高
校
な
ど

と
中
学
生
が
共
演
す
る
な
ら
ば
、

技
量
的
に
も
刺
激
を
受
け
高
ま
る

と
思
う
が
、
自
衛
隊
を
呼
ぶ
必
要

は
な
い
。
そ
れ
で
も
共
催
す
る
の

か
。

万
葉
ホ
ー
ル
で
行
う
自
主
事

業
と
し
て
、
音
楽
会
や
吹
奏
楽
等

実
施
し
て
い
る
が
、
今
回
、
そ
う

い
っ
た
も
の
の
中
か
ら
出
演
希
望

が
非
常
に
多
か
っ
た
自
衛
隊
音
楽

隊
の
実
施
に
至
っ
た
。
今
後
も
実

施
は
検
討
し
た
い
。

一般質問
大
保　

由
香
子

大
保　

由
香
子

（
新
星
橿
原
）

橿
原
市
に
お
け
る

認

知

症

対

策

厚
生
労
働
省
は
２
０
２
５
年

に
は
認
知
症
を
患
う
人
が
７
０
０

万
人
を
超
え
る
と
発
表
し
、「
認

知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
〜
認
知

症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
地
域
づ

く
り
に
向
け
て
〜
（
新
オ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
）」
を
策
定
し
た
。
本
市

で
は
、
認
知
症
対
策
連
携
強
化
事

業
、
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
業
務
は
社
会
福
祉
協
議

会
へ
の
委
託
と
な
る
が
、
認
知
症

の
方
と
家
族
に
降
り
か
か
る
問
題

は
、
市
だ
け
で
支
援
す
る
の
は
難

し
く
い
ず
れ
限
界
が
来
る
。「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

と
呼
ば
れ
、
認
知
症
の
方
と
そ
の

ご
家
族
の
応
援
者
で
あ
る
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
を
全
国
で
１
０
０
万

人
養
成
す
る
取
り
組
み
が
あ
る
。

養
成
講
座
を
受
講
修
了
す
れ
ば
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
れ
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
が
貸
与
さ
れ
る
。
そ

れ
を
見
れ
ば
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
だ

と
分
か
る
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
本
市

で
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ

バ
ン
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

認
知
症
対
策
事
業
を
社
会
福

祉
協
議
会
に
委
託
し
、
サ
ポ
ー
タ

ー
の
養
成
や
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ

ト
の
活
動
支
援
に
努
め
て
い
る
。

平
成
２２
年
度
か
ら
認
知
症
講
座
を

開
催
し
、
１１
月
に
は
鳥
取
大
学
医

学
部
の
教
授
を
迎
え
約
５
０
０
名

に
対
し
認
知
症
講
座
を
開
催
し
た
。

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
小
学

校
２
校
で
４
年
生
を
対
象
に
、
認

知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
に
よ
る
専

門
相
談
を
行
い
、
地
域
に
お
け
る

認
知
症
ケ
ア
体
制
の
構
築
の
た
め

の
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
等
設

置
事
業
、
若
年
性
認
知
症
の
専
門

相
談
・
支
援
を
実
施
し
、
家
族
介

護
者
に
対
し
て
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

事
業
や
認
知
症
カ
フ
ェ
を
実
施
し

て
い
る
。

県
内
各
地
で
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
本
市
で
の
開
催
回
数
は
。

養
成
講
座
は
、
平
成
２２
年
度

か
ら
平
成
２６
年
度
ま
で
で
１
０
４

回
開
催
し
て
お
り
、
受
講
者
は
、

広
報
誌
で
募
集
し
た
市
民
、
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
、
老
人
会
、
医
療
・

介
護
従
事
者
、
企
業
等
で
あ
る
。

警
察
や
学
校
等
へ
も
出
向
き
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
に
努
め
て
い
る
。

妊婦健診　リーフレット

市議会196-3.indd   10市議会196-3.indd   10 16/08/03   18:5716/08/03   18:57


